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RRS の整備にともなって NBR の分担機関として「大
型飼育施設でのニホンザルの繁殖・育成事業」の課題を
推進し, 全国へのニホンザル供給を実現するための, 繁
殖育成を遂行している. 平成 21 年度に最後の大型グル
ープケージを設置し, 予定した施設整備は完了した. こ
れで 1 式 2 条の放飼場が３式, 育成舍１棟, さらに３棟
のグループケージが完成し, 母群総数 350 頭のニホンザ
ルの飼育が可能となった. 平成 21 年度から NBR の経費
が補助金化され安定供給に向けた業務が本格的に実施
されている. これまで NBR 事業は特別経費プロジェク
ト（RRS）と相互扶助事業としておこなわれてきたが, 
RRS プログラムは 22 年度で終了した. 21 年度と 22 年度
の経費で研究基盤の推進と NBR の規模拡大の位置づけ
として, 官林地区にそれぞれ１棟のグループケージを
設置した . 23 年度以降の小野洞キャンパスの運用
は,NBR 補助金とその他研究所経費で推進する. 
平成 22年度も繁殖は順調に進み,母群総数 241頭で出
産数は 57 頭であった. 前年度までの出産個体の 67 頭を
含めると,所内での繁殖個体は 114 個体となる. 現在, 合
計 355 頭の NBR プロジェクト用ニホンザルを飼養して
いる. 霊長類研究所がニホンザル血小板減少症の影響
で昨年度の供給を停止したため, 昨年度の供給個体は
自然機構分の 26 頭にとどまった. 母群調達は平成 21 年
度で完了したので, 現在は繁殖に専念している. 今後は
健康状態に配慮し , 適性に繁殖と育成をさらに進め , 
100 頭供給の目標達成に努める. ニホンザル血小板減少












クの活動」である. 事業名の略称は,英文の Great Ape 
Information Network の頭文字をとって GAIN という. 平
成 21 年度からは, 文部科学省の補助金事業になった. 
霊長類研究所と野生動物研究センターの二部局で協力
して推進している.  
委託業務の目的設定としては, 以下の 2 つである.  
１, 持続可能なバイオリソース情報システムの構築 
人間の本性を理解するうえで大型類人猿の研究は極め
て重要である. なぜなら, 生物学上も法令上も, ヒト科
は現在４属（ヒト科ヒト属,ヒト科チンパンジー属, ヒト
科ゴリラ属, ヒト科オランウータン属）に分類されてお
り, ヒトを知るには, 他のヒト科 3 属の理解が必須だか
らである. 一方, 周知の事実として, 彼らは絶滅危惧種
でもある. CITES によって国際的な商取引は禁止されて
いる. 血液等のサンプルの移動も困難だ. したがって, 
研究材料の確保・入手という点では他のモデル生物とま










ータンの 3 種約 400 個体について, すでに全個体の登録
と公開ができている.国立遺伝学研究所のバイオリソー
ス に 関 す る 情 報 の ホ ー ム ペ ー ジ
（http://www.shigen.nig.ac.jp/gain/）で一般に開放されて
いる. こうしたデータベース事業を継続し補強し発展
させるために, 個体ごとの DNA 情報・行動情報につい
ても整備をすすめる. まず, ヒトに遺伝的に最も近く, 
研究需要の多いチンパンジーのものより整備をおこな










に応じて適宜データベースを更新した. 平成 23 年 4 月
15 日現在でチンパンジー331 個体（53 施設）,ゴリラ 22
個体（10 施設）, オランウータン 52 個体（21 施設）が
国内で飼養されている. 平成 22 年度はチンパンジーの
死亡 7 件, ゴリラの死亡 2 件, チンパンジーの出産 2 件,
オランウータンの出産 3 件, チンパンジーの移動 10 件, 


























公表, 長期記憶に関する遺伝子の解析, 3 個体のチンパ
ンジーの全ゲノムとトランスクリプトーム解析, など
をおこなった. 平成 23 年度にグローバル COE が終了す























なお, 第 23 回国際霊長類学会大会と第 33 回日本分子生
物学会年会で研究者むけに, 第 13 回 SAGA シンポジウ
ムで動物園関係者に, それぞれ広報をした. ほかに, 小
型類人猿とフサオマキザルの飼育の現状についても情




運営委員会などの活動は, 平成 22 年 4 月 23 日：大型類
人猿情報ネットワーク活動の打合せ（名鉄グランドホテ
ル, 名古屋市）, 5 月 31 日：大型類人猿情報ネットワー
ク活動の打合せ（名鉄グランドホテル, 名古屋市）, 7 月
10 日：大型類人猿情報ネットワーク CSU 検討委員会（チ
ンパンジー・サンクチュアリ・宇土,宇城市）である. 
 
（文責：松沢哲郎） 
 
 
 
 
 
 
 
